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      変形量を推定するための基準面を計測対象であるテールアルメ擁
壁下端付近の平面から作成した。作成した基準面はほぼ垂直に建っ
ており健全な状態であると考えられる。次に基準面を法線方向に１０
ｍｍ毎に平行移動させ、テールアルメ擁壁との交線を断面線として作
成した。その結果を図４に示す。図４からテールアルメ擁壁の変形は
最大で３０ｃｍに及ぶことが分かり、また一見してわからなかった広範
囲の面的な変形が容易に計測できた。テールアルメ擁壁は比較的大
きな変形を許容する構造のため、今回計測された変形量は許容範囲
内であった。しかし維持・管理上の問題から今後も変形の進展を計測
していく必要がある。 
5. 終わりに 
 構造物の維持・管理のために３D レーザースキャナーを用いてテー
ルアルメ擁壁の計測を行い、その有効性を検討した。３D レーザース
キャナーを用いることで巨大な土木構造物の計測を少人数・短時間
で行うことができ、また大きな変形に対しては十分な精度で変形量を
推定することができた。 
 今後は定期的に計測を実施し、モニタリング分野への更なる応用
を検討したい。 
図２ 計測対象である擁壁の外観 
図３ 点群データから作成したテール
アルメ擁壁の３次元モデル 
図４ ３次元モデルから作成した
断面線図 
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